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注意 定数 γに対する
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の発散・収束などの定理は証明なしに用いても構わない。

1. 次の級数が絶対収束か条件収束か発散かを調べよ。
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2. fn(x) = npx2e−nxとする。このとき、関数列 {fn(x)}が I = [0, 1]上で一様収束す

るような実数 pの範囲を決定せよ。

3. 次のべき級数の収束半径を求めよ。
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4. フィボナッチの数列 {an}: a0 = a1 = 1, an+1 = an + an−1 (n ≥ 1) によってでき

るべき級数
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anxn = 1 + x + 2x2 + 3x3 + 5x4 + · · ·

の収束半径を求めよ。また、この和 f(x)を求めよ。

5. f(θ) =
∞∑

n=1

an sin nθとおくとき、次を示せ。(0 < a < 1)

(1) 右辺の級数は θに関して [0, 2π]で一様収束している。

(2) f(θ)は微分可能で、f ′(θ) =
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nan cos nθ.
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, (b)
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